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On Air Testingof Gas Blower
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Abstra(:t

Inthepresentchemicalindustry,manyturbo-blowersareusedtohandlevarious

Ifperformanceoftheturbo-blowerhandlingvariousgasisaccuratelysurmised

fromtheexperimentonair(Withouttheexperimentongas)･itwi11bevaryconv･

enient for us.

Themachineisgenerally testedinthemanufactures factorybyusing air,at

ordinarytemperature,preSSureandthedesignedrevoIvingspeedforgas･

By･usingtheabovetestdataonair･theperformanceforgasisusua11y-Calcul-

atedbasedontheassumptionthattheheadincrementforairandgas
areidentical

without distinction of density･

Buttheautheropinesthattheabovemethodisnotsuitabletopredictcharacte-

risticsforgas･Consideringthecompressibilityandtheviscosityofgas,heprop-

osesanewtestingmethodbasedonthefollowingtwoequations･

･､∴､･･･I′

pgα=p叩

;!J/1川

r(【 pgg

､･隼′ ハ.∫

Ⅲ.α 7も

where

N=reVOIving speed

P8=SuCtion pressure

m=mOlecular weight

and su]阻Ⅹ〝a･〝denote for air,

When hydrogenblowers were tested

ultagreed withhis new method pritty

[Ⅰ]緒 l::コ

渦巻および軸流迭風槻において､塞気と比覆その他の

性質の異なるガスを取扱う例は､化畢工業でしばLば見

られる｡

これらの迭風機の性能が､そのガスを用いた試除によ
龍

日立製作所亀戸工場

eq(7)

eq(1･4)

r=SpeC泊cdensity

FL=COe用.cient of viscosity

Ts=SuCtion temperature(absolute)･

〝g〝for gas･

usingbothhydrogenand air,thetest res-

well.

ることなく､基気を用いた試験から確嘗に推定できると

種々の場合に便利である｡

ガス迭風磯の性饉を基気試験から推定する方法はJE

S358故迭凰機試験方法にはつきり規定されているわけ

ではないが､同規格申に散見する規定を組合するに､使

用同韓速度またはそれに近い速度で試験して､有数全匪

等の匪力は同轄速度の2舞および単位睦積の重量iこ比例
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するという考え方により､凰墜､風量および軸動力を換

算して､ガスに対する性能を算出することになる｡他に

揺るべき方法もないので我々は上記に じヽ ガスに射す

る設計同轄速度で試験をL､同時連荘が異なった場合に

ならって換算するのが例である｡

この方法は､同じ墨気問の換算の時も､換算する速度

に許し得る範囲が規定されている粘から考えると､憤り

iこそれが妥常であるとLても､適用範囲は極めて限られ

ている事になる｡ 老は気膿の匪縮性と粘性に着目して

従来のこの方法よりも合理的で宜行も比較的容易な試除

法を提案し.たい｡

[ⅠⅠ]風量､ヘッド､風塵の換算式

迭風機から嘉鮭に輿えるヘッドg,風量γと羽根車

の直径か,幅わ,周速度祝,羽根革からの流出縄封選

定の園周方向成分C祝,その琵方向成分Cけ乙の問には流

鮭教卒を可とすると､次の関係がある｡

ガ=マ〟C-`/g (1)

Ⅴ=坤わC,花 (2)

またガを吸込魔力pβ,吐出匿カp｡を用いて表わ

すと

ガ=謹i-一封( 一1〉
(3)

である0こゝにγは吸込状態における気鰹の単位膿積

の重量-Zは比熱の比である｡

今ある迭風槻を添字α,gで

試験Lた時

る2種の状態で

i絶べての連取ま岡持速度Ⅳに比例し､速度三角形

が相似になる｡

ii教 Ⅴは互に等Lい｡

と慣宕するならば､(1)(2)(3)式から

軌
範
仇
㌧
仇

標札ニ

ウー

ヽ
1
1
■
一
′
ノ ……………………(4)

……………………‥(5)

/一ご∫

γg

が成立する｡ただL両者のフ(ほ等LいとLた｡

こゝに導いた(4)(5)(6)式ほ､よく知られている

通り､岡持速度や軍位鮭積の重量(換言すれば同温同匪

の茎気に対する比重や温度)が異なる時の遼風磯の性能

換算式である｡

第33 第7競

[ⅠⅠⅠ]換算式の催件について

基嘉とはγの異なるガスを扱うべき蓮風磯を､基気

を用いて､設計同纏蓮度で試験して､風量､風匪(およ

び動力)を(4),(5),(6)式(および動力については

γⅣ3に比例するとする式)によって換算する従来の方法

を考えよう｡

この場合には､換算する状態の問に〃(`=Ⅳ♂ の関係

があるから､(6)式は

箸i(監)ズ 二

1
-
′
-
ノ

l

J
/
■
1
1
､i

p
p-

1.ノl廻ド
となる｡こゝで更に pβ｡=p｡gの場合を考えると､上式

は簡撃に下記のようになる｡

今一例として〟α〝を墨気､〝g〝を室気に較べて軽い

ガスとしγ♂けαコ1/10の場合を考える｡上式に.よると､

茎気の匪力此のある値､たとえばp｡α/pβα=2.0に対し

てガスの願力比はより小さい掛軸/p甜=1.08となる｡従

って室宗は縮んで鮭積が1/2近くなろうというのに､ガ

スの淀積ほほとんど欒化Lない｡

従って墨完とガスを同じ容積吸込んで吸込口の近くで

は流れの形が同一になる時も､吐出口の近くでは基気の

容積がいちぢるLく小さくなり､この部分の速度三角形

は雨着で異なり､流れの幾何畢的相似関係は保たれなく

なる｡

また墨完だけを取扱う場合においても､岡持速度を欒

更して試験すると､上記の考え方におけるrの代りに

Ⅳ2を入れたものとなり､やほり速度三角形の幾何質的

相似は保たれない｡

すなわちγヤⅣの相異により匪力此が異なると､速

度三角形の相似性は成立せず､理論ヘッドの問の換算関

係が成立Lなくなる｡また一面流れの損失係数は一般に

Reynolds教によって欒化すると考えられるから､迭風

磯の教卒を同一に保つには Reynolds教を同一iこLな

シナればならないい

依って[Ⅱ]で述べた換算式を求める場合の條件は

i/匪力比を等しくする｡

ii//Reynolds敷を等しくする｡

と言い攣える事ができる｡

なおiの條件は畢衛に考えると医術比を等しくする方

が安常であるが､医術比が等Lくて匪力比が異なる時は

必然的に教卒が異なるので墜力比を振った｡

■h
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[ⅠⅤ]速度三角形の相似羞満足する岡持速度

前章により正確な換算を得るには第1に雨試験の匪力

比が等しくなければならぬから､この條件

pdg p舶

pβダ pβq

を換算式の内陸カの項を含む(6)式に代入すると

Ⅳα

Ⅳ♂

ノJ･.一 J

l/′.リ i●ご′
(7)

となる｡

(7)式で輿えられる同碩適度で試験すれば速度三角形

が相似になり流れの幾何畢自勺相似が保たれ理論ヘッドの

間に正権な換算が可能になる｡

一般ガス定数を札分子量を机,吸込混度をrβ
と

すれば

pβ/γ=屈rβ/軌

であるからこれを(7)式に代入すれば

永J=･1･･･′
軌タ r書｡

机α r昂♂
(8)

となる｡

こゝで分子量は同一状態における畢位腔積の重量や比

霞に比例することを考えると(8)式は次のように卦ナ

る｡

基気試験堅固

ガス運韓の同韓速度

′イ
のスガ

.比重塞

同気躍同匪の塞気に封する
の吸込滞皮

ガスの吸込過度

宅用上は(8/)式により試験同棒速乾を

(8/)

窯すれば良

い｡また水力嬰で用いられる表わし方にならって

跳け=ガβ

とし､耳,を吸込ヘッドとすれば(7)式は(4)式を用

いてⅣを消去Lて

〃. 〃

JJ. 〃∫

とする ができる｡

(9)

(9)式は(理論)ヘッド間の換算を成立させるには､

吸込ヘッドと蓬凰磯が輿たるヘッドの問に比例関係が必

要な事を示す｡

[Ⅴ]Reynold蓼を等しくする候件

次に(流腔的)

､
､

ナ

ノ
ー
､等を たこ､うReynolds教を

等しくする條件を求める｡

今吸込口､吐田口､羽供奉の田口幅等速風機を代表す

る部分の寸法をβ,この位置における気腔の速乾をC,

動粘性係数をりとすれは､〝α〝,〝g〝雨試験のReynolds

教が等い､ことは

Jノりぐ.!Jり1･
γα 三l･一
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……………=…‥(10)

と表わされる｡

(10)式の中でβほ同一の機械について考えているか

ら

かα=か♂…………･……………‥(11)

である｡またCは最初の仮定i

かつⅣは前章に述べた所により

であるから

Cα

C伊

野生=
Ⅳg

により Ⅳi･こ比例し､

(8)式を満足すべき

短……………･(12)
である｡

一方γは粘性係数を
〃 としかつγをサ彿等で表わ

すと

/!rJ/〃

となるから

りα

エーJ

仇pβ

∴ご T'､､.J一一 川∫

/㌧ 7∵/･･.川. …………(13)

である｡

(11),(12),(13)式を(10)式に代入すれば

/●･

/!l

軌g r考｡

わJ,T-ノ
(14)

を得る｡

(14)式が迭風磯の試験において､気絶の瞳隋性をも

考慮に入れて､Reynolds数を等Lくする條件である｡

(8),(14)繭式を満足するように同軸連荘､吸込魔力

を選定して基気試験を行えばlガスに する設計と水力

畢的に完全な相似運鴨が得られ､(4),(5),(6)式が正

常に使用される｡

損失の係数は一肢にReynolds教の函数と.Lて表わさ

れるが､流路の壁面が不規則粗面の時はReynolbs数が

ある大きさになると､ほとんどこれに関係せず壁の粗さ

のみに支配されることはよく知られている｡蓮風 i･こつ

いてReynolds教の影響を調査した賓瞼はないようであ

るが､ポンプについて上田氏1)ヤHerberド)等が同時

速度を攣えた嘗放では(4),(5)両換算式がよく成立L

また水と種々の若占匿の泊を用いたGoulds祀の 3)で

は､水(温度200Cとせば〃≒0･01)の場合iこ封L250

秒(少≒0･55)の泊は特性曲線iこ明白な差を表わすが､

45砂(リ≒0.06)のものではほとんど差がない結果が得

られている｡これ等の粘か〔J見るに､ポンプとほぼ同一

構造の迭風機では､一般の 用機におし､てはReynolds

数だけによって特性曲線が影響を受けること少なくl特

に小三匹の のいちぢるLく大きいガスを取扱〕

場合にだけ(14)式を適用すればよいと思わニiLる｡
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[ⅤⅠ]軸動力の換算につし､て

以上により風墜曲線の正確な換算を得るための丞気試

験の條件を求めたが､軸動力の換訊こついてもこゝに導

いた條件による方が､従来のガスに封する設計と同じ同

轄速度による茎気試験から計算するよりも合理的な結果

が得られる事を説明する｡

[1]一股に採用されている軸動力の換算式

軸動力エは吸込風量γ,ヘッド方,単位重量γの

環を機械全腔の致率で/で割ったものであるから

エ=γガγ/〆

である｡

こゝで前に述べた條件i,ii

方をⅣで置き代え得るから

ノ.ご′

エ｡

が成立するとすれば､γ,

〝α〝,〝g〝雨試験につき､

……………･(15)

が成立する｡こゝで更に

iii雨試験の巧/は互に等しい｡

と仮定すれば(15)式は

エク

エα

となる｡

………………‥(16)

(16)式がγ,Ⅳが欒化した時､一般に採用されてい

る軸動力の換算式である｡

[2]軸動力を機械の内外に分けた換算式

軸動力エを迭風機内部で気塩の睡蓮に関係して滑費

される動力と､外部すなわち軸受､油ポンプ(商事ポン

プが一般に用いられる)等で消費される動力に分けて考

え､前者をムゎ後者をム｡とすると

エ=エi十エ｡………･……………･(17)

となる｡

エiはγγgを機械の流鮭教卒で割ったものであり､

新試験法では條件iが成立するのでl′ガ00Ⅳ} であり､

またiiが成立して流鰹教卒も攣らないから定数をゐ1

とすれば

エ1=た1γⅣa
……………･‥‥･…‥(18)

と表わされる｡

エ｡は軸受の摩婁提矢と泊ポンプの所要動力で代表さ

れる動力であるからl機械内部で寂扱われる気濃の性質

如何にはほとんど関係せず､かつエiのように 〃8 に

比例する事もなく､Ⅳにほぼ比例すると考えられるから

打を1または1に近い数字とL､毎を比例定数とすれ

ば

エ｡=た2Ⅳ∬‥…‥……‥･‥‥‥=…･(19)

である｡

よって(12)式は

第33巻 第7芸虎

エ=た1γⅣ3+た2ⅣJ

と表わされ､軸動力の換算式は

エg た1γpⅣ♂告十た望Ⅳ♂J

ノ.` た1γ｡Ⅳ｡8+た2Ⅳα2

(20)

(2.1)

となる｡

今設計同韓適度(すなわちⅣ♂とす)において塞気

(単位鮭積の重量をr｡とす)を取扱った時のエを(20)

式により表わすと

(エ)Yα∬♂=(エf)γα∬ク十(エ｡).Ⅳク=た1γαⅣダ9+鬼2Ⅳg∬

となる｡こゝで(エ｡)∬クと(エj)γα〝♂の比をeとすれ

ば

入･;;●､.=eⅣダa~∬ …………………‥･(22)

としてた1た2をeで置き代え得る｡

(22)を(21)式に代入すれば

エg γ♂ ･ト三‡∴
エJ~五しⅣ㍉+∈恰ノ3~∬

となる｡

(15),(23)雨式を比較するならば

……(23)

(24)

となり､南試験の教卒の比が求まる｡

前に述べた仮定iiiは太(24)式の右邁を1と見放L

たものである｡もち論(22)式中のぞを任意の風量につ

き見積るのは困難であり､またガほ1またはそれに近

い数であるがその正確な値は不明なので(24)式を用い

て(15)式により動力換算を行う事は賓用にならない｡

Lかし打,eについて大醍の目安をつけるのは困難では

ないから(24)式を用いて､新試験法と従来の試験法の

精度を比較できる｡

[3]同一同韓速度問の換算

従来の試験法､すなわちrが異なっても同一同韓速度

Ⅳダ=Ⅳαで試験する場合には(24)式は

軍タ/ 1+e

となり(16)の換算式には

｣.
軍p′

一1=e● ･(25)

で示される誤差を含む｡

今憤りにe=0･05とLてもdlほγ♂けαにより第l

表に示す値となり､(16)式による換算はγgけαが1か

1舞･,
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帝1衰 亡=0.05とした時の(25)式による∠1

TablelAIValueEquivalenttor｡/raon(25)

Equation(e=0･05)･

γp/γ｡

_0.300

-0.158

-0.067

-0.012

+0.010

+0.016

十0.034

ら離れるに従って不正確になる｡

[4]新試験法による換算

本報告による同韓速度を選定する事とし簡撃のため､

p.9♂=p,αとすれば(7)式により
Ⅳg

Ⅳα~l

となる｡

′■′r｡

1●∫

これを(241)式に代入すると

吋一打竺ニ

となり､誤差ほ

･
■
:
.
■
I
-
1

e十l

4=e;;

1-こ･

(意)2-1

1+e(
(26)

で表わされる｡

【5]新嘗試験法の誤差の比較

太報告による新試験法の誤差d2-を従来の方法による

誤差dlと比較するため､前者を後者の鶴惜すなわち

d2=弟dl (27)

と置き､(25),(26)雨式をこれに代入し､〝につき整

理すればeに関係なく､下式を得る｡

α㌧=1+2x

(28)式を用いて

i ヶ乙=1

ii†1=1/2

iii γ乙=O

iv 鶴=1.･/2

一鳩十

log

iイ･′

γα

､;●ご･､
γα

(28)

新試験法と従来の方法と誤差が等しい｡

新試験法の誤差が1/2になる｡

新試験法に誤差がない｡

iiと同様なるも､符既反対

Ⅴ
究=一1iと同様なるも､符既反封

に対する 打を計算すると､第2表を得る｡太表によれ

ばこの報告の試験法による動力換算ほ､打=1すなわち

559

節2表 (28)式の訂の伍

Table2 訂Value for(28)Equation,

エ｡がⅣに正比例する時は誤差を含まず､0･7<ガ<1･5

ならば従来の試験法の誤差の1/2以下となりヽ諾=3す

なわちエ｡がⅣに封Lてエ豆と同一性質で変化する場

合はじめて従来の試験法と同程度の誤差が表われる｡遠

藤博士Daugherty等のポンプを用いた空論4)によると

∬=1,打=1.39等の値が得られ､ガ=3の如き場合ほ一

肢にほ起きないと思われる｡

すなわち風匪曲線を正確に換算する太報告の試験法は

軸動力をも従来の方法より合理的に換算する試験法であ

って､軸受l油ポンプ等の動力を同鴇連荘に比例すると

見なし得る場合にはこの換算に誤差が含まれない｡

[6]新嘗試験法iこよる軸動力の大きさの墓

参者のため新嘗試験法から換算した軸動力の大きさの

差を計算する｡

基気で､すなわちⅣ｡,γαで試験Lた結果をガスすな

わちⅣ｡,r｡の状態に換算する場合にヽ換算は(16)式

エαは(21)式によるとすればlガスに封する軸動力

J.!ト､

γα

)3(妬〃調2Ⅳαつ

〈脚g3十構慄-)5~∬〉‥‥(29)
となる｡

新試験法で Ⅳgノ■〃｡=-//テコテ;としこれを(29)式に

代入L､この時のエダをエ♂,aと表わせば

エダ↑ヱ=t‡沖γα町+た鼎､

ヽ
■
.
Y
′
-
′

､
､

｢2
3一

＼
1
1
■
′
′

となる｡一方賃試験法では Ⅳ氏=Ⅳg であってlこの時

のエタをエg｡とすれば

エ釦=一芸:一触町十椰)
である｡

雨着の差を∠エ〝とすれば

此♂ニエp}ユーー乙go=か鼎((宝-)望ヰ(30)
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であって､(30)式中には風量により攣る常数鬼1を含ま

ぬから､新雷雨試験から換算された軸動力の差は風量に

関係なくほぼ一定値になる｡

[ⅤⅠⅠ]賓 験

我々は第3表に示す仕様の水素ブロワを十教室製作L

S肥料合祀､N肥料合祀等へ嗣入した｡(電動機出力50

kWは起動特性を考慮して決定されたもので､平常運韓

の出力は約10kWである)

第3表 賓瞼送風機の仕様

Table3 The Speci丘cation ofTurbo-blower

口

段

風

風

ガ

径
数
量
厭
ス

き息 J変

封同浬同塵空気比重

I司韓速変

電動機

200mm

7

4･5m3/min
450mmAq

7k 素

400C

O.11

2910r.p.m.

50kW

それらの中N社約の機械ほ納入後空隙に水素を用いて

性能試験された｡またS祀へ椚入Lた機械は工場内で太

報告による方法で､水素の壷気に封する(第3表)の比

重を用い､r8α=r∂♂とLて計算した速度965r.p.m.

に一致する50～6極 動機直結(空隙の運轄適度は956

～965r･p･m･),と水素に封する設計と同じく 50～2極

直結(賓際の連綿速度は2868"2882r.p.m.)の

2種の速度で毒気試験された｡

N杜での現地試験は水素の浬度が計霊より低く 26～

27･5℡Cであった｡この時の水素の毒気に封する比重ほ､

268Cにおいて(純)水素が水蒸汽を飽和してるとすれば

0･0873になる｡N直ヒにおける水菜
t

Lては同璃教

を2910r･p･m･にそろえるだけの換算を行い､この結

果得た風匪曲線をH,次に50～6極,50～2 梅雨速度

の墨気賀除は(6)式等を用いて､2910r.p.m.260C､

茎気に封する比重 0･0873 に換算し､それぞれ前者を

A,後者をBとL､これらを第=訃･こ示した｡

まず重義試験から得たA,B雨曲線を比較すると､[ⅠⅠⅠ]

で述べた医師性の影習㍉こよって､雨曲線に明白な差が表

われ､高速度で運韓され匪力比の大きい(最高の匪力比

約1･5また最大軸動力約70kW)賓扱から算出された

B曲線のサーヂソグ粘が風量の多い方に移動し､また

切り匪力が小さくなる｡またこれらの風匪曲線に封

る｡第2囲に示す軸動力エノ1,上Ⅷも[ⅤⅠ]で述べた折

から預期される通り､その伯に差が表われ､Lかも無祓

できない大きさになる｡

次にA,Bを水素 験の結果H と比較すると､雨着

共に一致しないが､こゝに比較しよ 7勺すと
).｢ノ

験蜜寸心熟

風圧
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仰
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第1固 執 力 換 算 の 係 数

Fig･1The Coe缶cient being ChangedIntoPower.

磯が異なること､水素の比重は賓測によらず計算値が採

用されていることの影響度受ける｡後者の影響だけ考え

気分解で得られる水素中には多少なり酸素等の不

純物を含むのが例であり､しかも容積で1?占の酸素を含

むと仮窟すれば上記の計算比重の0.0873は0.0964にな

り､約10%欒化する｡これ等の影響によりS,N両社嗣

の機械についての貿除から得られた結果に相雷の差が表

組
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風 量正彷諭

第2固 空気試験から換算した凪

よる風塵

と水素 翰に

Fig.2 The Difference between the Pressure,

ChangedIntoTestDataonAiraれdthatonHydrogen.
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葬3固

Fig.3

空気試験による教卒および換算動力の試

験速度による差

The Difference for E侃ciencyaIld Speed

between TestI)ata on Air and that on

Hydrogen.

われるのはやむを得ない｡これらの影響を除く 克とL

て､Al∋繭曲線の締切り匪力がHと一致するようこjLら

の風匪を比例的に欒化させると第3圏のA/,B/を得る｡

本圃によると A/は風量が多くなるに従ってHより

多少風塵が高くなるが､この差ほ少なく､A/を興える

整除がReynold∂数が大きい(水素の粘性係数を塞気の

1′′′2とし(14▼)式により計算すればpβ｡=0･62pざgとな

るから､同匪で行ったAの試験の Reynolds 数はH

の1･6倍である)ことによるか､またはA/を興える

機械の羽根幅が廣いと考える萎も出来るが､何れにLて

も完全に同一状態における試験でない以上､この

不一致ほまぬがれぬであろう｡

度の

これに反してB/とH:の風量4･0～60m3/min にお

ける不一致ほ上記のように課明するには大き過ぎ､かつ

H曲線を延長して考えると上記風量範園における夙匪

の差にもかゝわらず､風匪が低1ごするに従って繭曲線が

近づくようである｡これはH,B雨雲険の匪力比が異な

るために医師の影響によるとしてはじめて説明されると

思われる｡

この豊験ほ異なる機械､比重算定の不碓賓なガスにつ

いてのものであり､かつ動力を測定Lてなく完全なもの

でないが､太文で述べたことを説明するには充分であろ

う｡

なおこゝに述べた水素ブロワは､軸動力が小さいにも

かゝわらず軸封にコイルパッキンを用いかつ歯車型給油

ポンプをそなえているので､機械的損失の占める割合が

大きいが､これらの装置のない塞気用達風機等でも機械

的損失が換算上関題になる｡第4圃の性能曲線は､昭和

12年異の口琵4･00mm,2段､2925r.p.m.の案内羽

沢のない垂嘉ブロワを最近修理した際､これを設計通り

の50～2極 動機直結および3/5の速度になる 60′･一4

極電動槻直結の2種の速度で試験し､その結果を 2925

r･p･m･および200Cに換算して得たものである｡この

車扱は､同韓速度の比も前例程大きくないにもかゝわら

ず､風墜曲線の欒化および機械的損失の軸動力の換算結

果への影響が明白に

--

-
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仰坂 風 量爪彷/万

第4国 風畳0における風土墜を同一にして比較した

風歴曲線

Fig･4 The Curve of Pressl】re Compared with

them when Pressure Equallat Q=0.

[ⅤⅠⅠⅠ]結 口

以上述べた祈により､ガス用蓮風磯の性能を重義を用

いた試扱から換算により正確に求めるには

i荒塩の匪綺性の影響による匪カの換算誤差を除く

ため

室皐革墜竺固唾堕匿
ガス運轄の同鴫速度

/.雪子だ蓼嘩襲撃禁教≡選する些垂×室嚢や.吸込滞度

Reynolds数の欒化による流鰹致率の欒化をさけ

る必要のある時ほ更に

零気の吸込匪力 塞気の粘性係数

ガスの吸込匪カ ガスの粘性係数
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気に封する
,ガスの同濁同

の茎 比重

評 論 第33巻 第7既

たお従来の試験法で軽いガス(あるいは高澤の室気)

×〆×毒気の吸込湿度
ガスの吸込湿度

によるべき事

iii上記の嗟力を正確に輿よる試験法ほ軸動力の換算

についても従来の方法より合理的である事を理論

に示し､かつ日立製の口径200mm,7段の水的

素ブロワにつき宣教的説明を輿えた｡

本報告では迭風機内を流れる気膿の放熱にはふれなか

った｡多くの機械では匪力比が低く温度上昇が少ないし

匪力比が高い時等は冷却装置等を備える等Lて澤度が殴

り欒化せぬようするのが例である｡依って基気とガスの

温度俸導率の相異による冷却致果の差が風墜曲線の形に

及ぼす影響ほ大きくならず､これを考憲するとするも本

章臣昔の賓験に補正を加えれば充分であろう｡

第55巻

巻 頭

を月更級かう機械を試験する際しばしば起きた 動機の過

負荷は､新試験法では､倍速で蓮持するため､さけられ

また電動機を取替える場合も小容量のものでよく､貿用

上便利てある｡

終りに御懇篤な御指導を賜った葡京大畢の宮澤教授に

深謝すると共に､賓験に御議力胤､た検査課の甲太前課

長､贋漸現課長､掘係長､小西試験員等に謝意を表わす
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